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青森県立中央病院と青森市民病院の医療提供体制のあり方の検討について 

 
１ 概  要 

  地域医療構想等に基づき、青森県立中央病院と青森市民病院の医療提供体制のあり方

について、外部有識者等で構成する協議会を設置し、検討・協議を行う。 
 
＜両病院の現状＞ 

 県立中央病院 青森市民病院 

①築年数 ３９年(昭和５６年９月) ３５年(昭和６０年１１月) 

②許可病床数(一般) ６７９床 ４５９床 

③病床利用率(令和元年度) ８２．１％ ６７．９％ 

 
＜青森地域における病床数＞ 

機 能 

２０２５年度 

必要病床数 

① 

２０１９年度 

病床機能報告数 

② 

うち県立中央病院

及び青森市民病院

病床数 

②－① 

①高度急性期 ３３８床 ５９５床 ５８７床 ＋２５７床 

②急性期 ９００床 １，３８５床 ５５１床 ＋４８５床 

③回復期 １，１２７床 ７３４床  ▲３９３床 

④慢性期 ６５９床 ７０６床  ＋４７床 

⑤休床・その他  ９８床  ＋９８床 

①～⑤ 計 ３，０２４床 ３，５１８床 １，１３８床 ＋４９４床 

 
２ 協議会の概要 

（１）委員構成 
   医療政策及び病院経営に係る有識者、地域医療関係者など 
（２）事務局 
   県病院局、青森市民病院事務局 
（３）開催スケジュール 
   令和３年度中に４回程度開催し、県及び市へ提言 
 
３ その他 

  協議会の開催費用については、県の医療介護総合確保基金事業（病床機能分化・連携

推進施設設備補助）に申請する予定である。 
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